
l―lイスラム教の世界

○モスク
の構造

○サウジアラビアの

国旗 「アッラーの他に

神はなし。ムハンマドは

その使徒(預言者)な り」

と礼拝の言葉が刺繍され

ている。緑色はイスラム

教では神聖な色とされる。

ミナレット

(魯停9霙磨)

キブラ
(メ ッカの方向)

○イスラム教徒用の時言十
その土地の緯度 経度または

その他イスラム法による禁忌(ハラム)

① 飲酒は禁止。見つかれば笞打ち40回。

{蓼驚粋 ]ё
③ 利子をとるのは禁止だから,銀行はあつても

利子はない

④ 結婚に際して,商取引と同じく契約が必要で

ある。契約式では離婚の際の慰謝料も決めておく

⑤ 男は平等に愛することができるのなら,同時

に 4人までの妻を持つことができる

⑥ 女は夫以外の男に顔や肌を見せないようチャ

ドルで隠す

① 左手は不浄の手,物の受け渡しには使わない

2イスラム教徒の分布

○カーバ神殿 メッカの大モスクの中央にあり,

石造で高さ15mの立方形(カ ーバは「四方体の建物」

の意)。 コーランの言葉が刺繍された黒い幕で覆わ

ファワ

礼拝前に

を清める泉

ねてしる。東隅の等の下に,神聖爆奮れ,墨戸ダい ●礼拝の仕方

碍りifiう発あ発電甚糞票。警

l鰺慮渕馴渕
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)ムハンマ』解炉～63υ

― 正直な預言者 ―

メッカを支配していたクライシュ族

の八―シム家に生まれ,幼い時に両親

を失う。隊商貿易に従事し,酒も賭博 | |

もやらず正直者とよばれ,25歳の時に豪商の未亡人八ディ

ージャ(40歳 )と結婚。安定した生活を送つていたが,40歳

の頃にメッカの道徳退廃に矛盾を感じ瞑想をしていたとこ

ろ,神の啓示を受けたという。以後20年余り布教を続けた。
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イスラムの女性
イスラム世界の女性の社会的位置づけや暮らしぶりは,

地域により大きく異なっており欧米の影響も強い。

■|111 イスラム法では男性は4人まで妻をもつことが

できるが,2人以上の妻をもつことはきわめてまれであ

り,法的に一夫多妻を禁じている国もある。

■11■ 離婚の際,結婚生活の中で夫が妻に贈与したも

のはすべて妻の財産となる。夫から離婚請求した時は,

夫は結婚資金の半額を慰謝料として妻に支払う。

■|■ 女性は家庭を守るべきという考えが強いが,シ

リア イラク等では政治 社会進出が盛んである。
六信(イ スラム教徒が信じること)

●アッラー 唯一絶対の神,万物の倉」造者

●啓典 Fコーラン』(OP24010史 )が最も純粋に神の

言葉を示す。他にモーセに下された『律法の書』,

ダヴィデに下されたF詩篇』,イ エスに下された『福

音書』があるが,それらは人為的改変ありとみる

●預言者 モーセ,ダヴィデ,イエス,ムハンマド

●天使 アッラーと地上との間に存在し,両界を媒介

●最後の審判 審半」の日,生前の善行 悪行の多寡

により,天国と地獄にわかれる

●天命 人PB5の諸行為はすべてアッラーが倉」造した

もの。神の意志|よ人間の意志 行為を通じて現れる

※以上よリイスラム教では聖職者階級なし。アッ

ラーの像を表現することを禁止。ムハンマドを

崇拝することを禁止

イスラ こと

●信仰告白 「アッラーの他に神はなし。ムハンマドは

その使徒なり」という言葉を証言すること

●礼拝 1日 5回 (日の出前 昼 日没前 日没後 夜), 1

回約20分 ,メ ッカの方向に向かつて居あわせた場所で

行う。金曜日の正午は最寄りのモスクで集団礼拝

●喜捨 年 1回行われる貧しい人々への施し。一定額が

決められた一種の財産税

●断食 イスラム暦9月の 1か月間,日 中に一切の飲食

を断つ。人Po3の煩悩を抑えると共に,貧 しい人々の心

労を体験する

●巡礼 一生に1度 まイスラム暦12月 にメッカのカーバ

神殿に巡ネしすることが望ましい。儀式に参加すること

で民族 貧富等を超えた同朋であることを悟る



ロイスラム商人の活躍 l―lイスラムの蹄・社会ポ隧瑣
●バザ…ル(スーク)の構造
QF' イスラム世界の市場は,東半分ではベル

シア語のバザール,西半分ではアラビア語のスーク

と呼ばれている。

同一業種が集まって 1つの通りを形成しているが,

飲食店はどこに開いてt」よい。バザールでは,政府

の監督官がイスラム法の遵守を監視するが,自主的

にも管理されている。商人・手工業者は利益を守る

ための同業組合を結成し,各々の組合の代表が,徴

税,地区内の紛争の処理,犯罪の捜査等,地区の秩

序維持を図っている。

卓憔 疲

パータリプトラ

メディナ`

――― 交易路
季節風

11月～ 3月
. 4月 ～10月

○バザールの光景 (イスタンブル)

狭い通りの両側に,間口2～ 3mの商店や

職人の工房が並び,通 りには強い日差しを

防ぐためアーケードがついている。飲食店

も混在し,活気がある。

んだ。西アジ

アの夏は特に

暑いので,日

中はキャラバ

ンサライ(隊

商宿)で休憩。

行動は早朝と

夜で,一日平

均20～30km進

んだ。

イスラム商業が栄えた理由

(イ スラム教による商業の肯定 )キ リスト教では商業活動

による利益追求を卑しい行為としたが,ムハンマド自身の商

人的感覚がコーランに反映されイスラム法の規定として発展。

(征服による一大商業圏の誕生 )東は中央アジアから西|よ

イベリア半島までがイスラム教とアラビア語のイスラム世界。

(政府の商業活動の保証 )ア ッバース朝以降,バザールに

政府任命の監督官が駐在し,安全な商業活動を保証。

(世界共通貨幣の発行 )金貨 銀貨の純度 重さが非常に

安定し,イスラム世界で金銀二本位制が確立。

イ ス ラ ム 帝 国

ジズヤ(人頭税)↑

(異教徒 (ユ ダヤ教徒 キリス ト教徒など))

ムス リム共 同体
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躙□ 口畠

ゃイブン=:ぉれ芳ζ
~夕の旅

イフン=パットゥー

タは敬虔なイスラム

教徒。メッカ巡礼の

旅に出かけたことが ,

30年 に及ぶ大旅行と

なつた。帰国後に□

述筆記した旅行記か

ら,中世の世界各国の多様さを

うかがい知ることができる。

旅行を可能にしたもの

●比較的モリな時代であつた。
●旅人の便宜を図る宗教的な集

団 施設があつた。

●
行く先々で旅費を寄付された。

●元はイスラム商人を保護した。

●各地でアラビア語が通じた。

●豊かな知識が歓迎さrlた。

304225
325621111
3261022歳 |

330(1329)

331～ 1333

3339129歳 |

3444140歳 |

34811144歳 |

34911145歳 |

351

352～ 1353

13541149歳 )

モロッコのタンジールで法律学者の家に誕生

タンジール出発―・ 北アフリカ横断→カイロヘ(1326)

メッカのカーバ神殿でネL拝

アラビア半島一→海路アフリカ東岸―→キルワヘ

小アジア 黒海 中央アジアをまわる

インドのトゥグルク朝着,法官として7年間滞在
スマトラ島を経て,翌年中国の広州 泉州 大都ヘ

メッカヘ

モロッコに帰る

キリスト教徒と戦うためスペインヘ(グラナダ訪Po3)

サ八ラ砂漠縦断―→ トンブクトゥヘ

モロッコに帰る。翌年,『三大陸周遊記』を□述筆記



mイ スラム文明 ロィスラム文明
ロイスラム文明の形成

①スーフィズム(神秘主義)形式化したイスラム教義に対抗

して,12世紀以降禁欲的な修行により神との一体感を求めるという

スーフィズムが発展し,民衆の間にひろまつた。

高度な
イスラム医学

十字軍時代(12世

紀),片足に膿腫の

できた人を,イ スラ

ムの医者は暖めて切

開したが,∃ ―ロッ

パ人は斧で足を切り

落としたという。

イスラム医学の水

準は高く,イブン =

シーナーのF医学典

範』は理論と臨床に

優れ,ラテン語に翻

訳され17世紀まで西

欧医科大学の教科書

として使用された。

①イスラム医学の手術道具

○イブンニアルハイサム
(965?～ 1039?)の眼球構造図

国thc o口 ic neⅣ e
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algebra(代数)― a卜iabr(再統合)   sugar(砂糖)― sukkar(砂 糊

dchemy瞥
拿要)一 a関

叩
yl俊成)cotton休綿)一 qutun(カ タン糸)

alembic体 留器)― a卜 anbiq(正 しい) syrop(シロップ)― sharab(飲 み物)

ama gam(水 銀と他の金属との合金)  check(小切手)― sakk(証 書)

‐‐a卜malgham(適 合)

鮨彙事
" 

イン

ド数字を改良し

たアラビア数字

が作られ,十進

法やゼロの概念

の導入と結合し,

計算や数学を発

展させた。

●イスラム教とアラビア語を主体にヘレニズム ペルシア インドなどの文化遺産をとり

入れた独自の融合文化  ●バグダード コルドバ カイロを中心に発達した都市文明

学
学
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諄

神
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一言

ガザーリー(セルジューク朝)がスンナ派神学とスーフィズムを融合
コーランの注釈より発達。イスラム法(シ ャリーア)

ム八ンマドの伝記研究より出発。イブン=ハルドゥーン(14c北 アフリカ出身)

『世界史序説』(『実例の書』) 定住民と遊牧民の交代を軸に歴史哲学を展開

異民族へのアラビア語教育の必要から発達。文法学 詩学 韻律学の発達

イプン=ルシュド(12cム ワッヒド朝)ア リストテレス哲学の注釈『医学大全』

アル=ラーズィー(9～ 10cイ ラン出身)『医学集成』んばん
イブン=シ■考薇(10～ 1lcサーマーン朝)『医学典範』
ギリシアから幾何学,イ ンド数字からアラビア数字,イ ンドから十進法・ゼロの概念を継承

フワーリズミー(9cア ッバース朝)の代数学,アル=バッターニの三角法が有名

物理学賤菱

= 
比重の研窪び中心P,, ろか

化学は錬金術より発達。昇華 蒸留 濾過の方法を発明。酸とアルカリの区別

海 陸のイスラム商業活動の必要から発達。バグ

=こ
が声弓F不蓼台設置

フアルガーニ『天文学集成」。暦学の発達―→元,郭守敬 授時暦

広域支配 東西貿易 聖地巡礼から発達

イブン=バットゥータ(モ ロッコ出身)F三大陸周遊記』

イブン=フ アドラーン Fヴ ォルガ=ブルガール紀行』

F千夜―夜物語J(『 アラビアン=ナイト』)各地の説話を集大成 (OP105コ )

フィルドゥシー(ガズナ朝)『 シャー =ナーメ』(F王の書J),

オマル =ハイヤーム(セルジューク朝)『ルバイヤートJ(四行詩集)(OP241● 史),

ラシード=ウ ッディーン(イォン:八
ン国)F集史』,

サーディー(イル=八ン国)『薔薇園』F果樹園J      などイラン人の活躍

「知恵の館』,アズハル大学(カイロ)(9711),ニ ザーミーヤ学院(セルジューク朝)

アリストテレス哲学などギリシア語文献をはじめ各国の文献のアラビア語訳

イベリア半島(拠点トレド コルドバ)シチリア島でラテン語に再訳

ドーム(現蜃根)鼻風才
レット(尖塔)を組み合わせたモスク(ネL拝堂),アラベスク

(幾何学文様),細密画(ミ ニアチュール)。 アルハンブラ宮殿(グラナタ)

O天文字
16世紀のイスタンブルの天文台を描いた細密画

(ミニアチュール)で ,当時の天体観測器がわか
オリエント文明

(エジプト メソポタミア)

ペルシア文明 インド( 中国)

イ ス ラ ム 文 明
(コルドバ カイロ バグダード)

西 欧
ルネサンス

(1`:艦 )(馳斯鮒盤)

音楽に合わせて旋回し,神の啓示を得る。(トルコ,メ ウレ

の正確な時刻の知識を必要とした。また,アラビア商人の航海

や夜PB5の旅行のため,一定時亥」の天体の正確な位置の知識が必

要であつた。

0化学
(1581年 )イ スタンブル大学図書館蔵
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①薬剤師 (錬金術師)13世糸己頃のようす。大鍋にしあいろ

な薬品をいれて煮つめ,調合した薬を左の患者に与えている。

薬剤師と錬金術師は,その製法の過程や用具など似ていたが,

薬斉」師は主として植物を,錬金術師は無機物を扱つた。実験を

重視した錬金術は薬学や化学の発達を促した。L_… …………………………………………………………………………」



OI:F静  ィスラム建築には,ミナレット(尖塔)と ドーム(円屋根)

を持つモスク(寺院)やマドラサ(学院),キャラバンサライ(隊商宿),

八ンマーム(公衆浴場),宮殿,墓廟などがある。多くの建物は中庭

を持ち,壁にはアラベスク(幾何学文様)が施されている。

○アルハンブラ宮殿  ①タージ=マハル廟(ア グラ)インド=イ スラム文化の最高

(「赤い城Jの意)ナスル 傑作。左右対称形で一点透視の効果を計算している。清楚な白大

朝の王宮として13世紀に建 理石が美しい。10P108写 ,

立。グラナダの小高い丘に,肇

ドームの高さ58m

il

:II;i』 ][『
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『千夜―夜物語』(『 アラビアン =ナイ ト』)の世界

○岩の ドーム (イ ェルサ

レム)ウマイヤ朝のイェ

ルサレム征服記念に,ユダ

ヤ教徒が神聖視し,ム八ン

マドが昇天したと伝えられ

る巨岩の上に建てられた。
10P24日与|

○ノヽ―ルーン=

アッラシード

(763頃 ～809)

アッバース朝第

5代カリフで,

F千夜―夜物語J

の主人公。お供

を連れてバグタ

ードの街を歩き

回つた。

『千夜―夜物語1は ,イ ンドやベルシアの説

話をもとに,アラビアやエジプトの物語が組

み合わされ,16世紀頃現在の形になった。

『アラジンと魔法のランプ[では,中国の貧

しい少年が,モロッコの魔法使いを退けラン

プの魔神と指輪により巨富を得る。

Fシンドバッドの冒険Jで はバグダードのム

スリム商人が前後7回の遠洋航海で大金持ち

になる。

物語の背景には中国・インド洋・モロッコ

に至るイスラム商業圏と商人の活躍がある。

○映画「アラジン」(米 1992年製作)

え

○バグダー ド

円城内は官庁街

で一般市民は城

外に住む。市場

には世界中の商

品が集まった。

9世紀には人口

150万を超え,6

万の礼拝所と3

万の公衆浴場が

あった。

アルハンブラ宮殿

●『千夜―夜物語』はイスラム文化の集大成
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